
NO.101 （4）日 高 市 議 会 だ よ り

討　

論

提
出
議
案
と

審
議
結
果

（
議
案
第
１
号
）

　

�

平
成
29
年
度
日
高
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
６
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ
れ

ぞ
れ
１
千
498
万
７
千
円
を
追
加
し
、

補
正
後
の
総
額
を
、
そ
れ
ぞ
れ
186

億
５
千
785
万
８
千
円
と
し
、
ま
た
、

適
正
な
事
業
期
間
を
確
保
す
る
た

め
繰
越
明
許
費
の
追
加
、
債
務
負

担
行
為
の
既
定
の
限
度
額
の
変
更
、

地
方
債
の
追
加
と
既
定
の
地
方
債

の
変
更
・
廃
止
を
し
た
い
と
い
う

も
の
で
す
。

　

歳
入
に
つ
い
て
は
、
国
庫
支
出

金
の
う
ち
、
災
害
復
旧
工
事
費
負

担
金
を
増
額
、
社
会
保
障
・
税
番

号
制
度
シ
ス
テ
ム
整
備
費
補
助
金

を
減
額
、
県
支
出
金
の
う
ち
、
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
基
盤
安
定
事

業
負
担
金
を
増
額
、
繰
入
金
の
う

ち
、
今
回
補
正
予
算
額
の
歳
入
歳

出
差
引
き
の
調
整
を
行
う
た
め
財

政
調
整
基
金
繰
入
金
を
減
額
、
市

債
の
う
ち
、
道
路
橋
り
ょ
う
債
お

よ
び
公
共
土
木
災
害
復
旧
債
に
災

害
復
旧
事
業
を
追
加
、
小
学
校
債

及
び
中
学
校
債
を
減
額
す
る
も
の

で
す
。

　

歳
出
に
つ
い
て
は
、
共
通
事
項

の
人
件
費
を
補
正
、
費
目
に
よ
る

増
減
は
あ
る
が
、
合
計
で
は
増
額
、

総
務
費
の
う
ち
、
総
務
管
理
費
で

は
、
交
通
安
全
施
設
整
備
・
維
持

管
理
事
業
で
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
道
路
照
明

灯
借
上
料
が
確
定
し
た
こ
と
か
ら

減
額
お
よ
び
債
務
負
担
行
為
の
限

度
額
を
変
更
、
災
害
対
応
事
業
で
、

県
市
町
村
被
災
者
安
心
支
援
制
度

負
担
金
を
追
加
、
戸
籍
住
民
基
本

台
帳
費
で
は
、
住
民
基
本
台
帳
事

務
で
、
国
庫
支
出
金
が
確
定
し
た

こ
と
に
あ
わ
せ
、
住
民
記
録
シ
ス

テ
ム
改
修
委
託
料
を
減
額
、
通
知

カ
ー
ド
・
個
人
番
号
カ
ー
ド
関
連

事
務
交
付
金
で
、
国
の
個
人
番
号

カ
ー
ド
交
付
事
業
費
補
助
金
の
繰

越
し
に
伴
い
、
繰
越
明
許
費
を
設

定
、
民
生
費
の
う
ち
、
社
会
福
祉

費
で
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
特
別

会
計
繰
出
事
務
で
、
一
般
会
計
か

ら
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
へ

の
繰
出
金
を
増
額
、
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
繰
出
事
務
で
、
一
般

会
計
か
ら
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
へ
の
繰
出
金
を
減
額
、
土
木
費

の
う
ち
、
都
市
計
画
費
で
は
、
土

地
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計
繰
出

事
務
で
、
一
般
会
計
か
ら
武
蔵
高

萩
駅
北
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別

会
計
へ
の
繰
出
金
を
増
額
、
教
育

費
の
う
ち
、
小
学
校
費
で
は
、
小

学
校
維
持
管
理
事
業
で
、
お
よ
び

中
学
校
費
で
は
、
中
学
校
維
持
管

理
事
業
で
、
そ
れ
ぞ
れ
予
定
し
て

い
た
各
小
・
中
学
校
の
消
防
設
備

の
改
修
を
、
平
成
30
年
度
に
実
施

す
る
こ
と
と
し
た
こ
と
か
ら
減
額
、

災
害
復
旧
費
の
う
ち
、
公
共
土
木

施
設
災
害
復
旧
費
で
は
、
災
害
復

旧
事
業
で
、
昨
年
の
台
風
21
号
に

よ
る
市
道
Ａ
412
号
線
の
法
面
崩
落

箇
所
の
復
旧
に
つ
い
て
、
国
の
災

害
復
旧
工
事
費
負
担
金
が
見
込
め

た
こ
と
か
ら
、
災
害
復
旧
工
事
請

負
費
を
増
額
お
よ
び
繰
越
明
許
費

を
設
定
、
な
お
、
土
木
費
の
う
ち
、

道
路
橋
り
ょ
う
費
で
は
、
道
路
等

維
持
・
補
修
事
業
で
、
水
道
管
の

切
り
廻
し
工
事
が
難
航
し
た
こ
と
、

橋
り
ょ
う
整
備
事
業
で
、
資
材
の

調
達
に
日
数
を
要
し
た
こ
と
か
ら
、

繰
越
明
許
費
を
設
定
し
た
い
と
い

う
も
の
で
す
。

�

（
賛
成
多
数
で
原
案
可
決
）

　

議
案
第
１
号　

反
対
討
論

　

今
回
補
正
さ
れ
る
歳
出
に
、
議

員
報
酬
、
市
長
お
よ
び
副
市
長
、

教
育
長
の
期
末
手
当
の
増
額
分
が

含
ま
れ
て
い
る
。

　

そ
の
理
由
は
、
本
来
特
別
職
の

報
酬
に
は
当
て
は
ま
ら
な
い
人
事

院
勧
告
に
基
づ
く
慣
例
に
よ
る
改

定
と
い
う
納
得
の
い
か
な
い
も
の

で
あ
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
議
案
に

反
対
す
る
。

　

議
案
第
１
号　

賛
成
討
論

　

こ
の
補
正
予
算
は
、
昨
年
の
台

風
21
号
に
よ
り
被
災
し
た
市
道
Ａ

412
号
線
の
法
面
崩
落
箇
所
を
復
旧

す
る
た
め
の
災
害
復
旧
事
業
を
増

額
す
る
ほ
か
、
当
初
予
算
成
立
後

の
事
由
に
よ
る
歳
入
歳
出
予
算
の

追
加
、
増
額
、
減
額
を
は
じ
め
、

繰
越
明
許
費
の
追
加
、
債
務
負
担

行
為
の
変
更
、
地
方
債
の
追
加
、

変
更
、
廃
止
を
行
う
も
の
で
、
必

要
不
可
欠
な
補
正
で
あ
る
と
判
断

す
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
議
案
に

賛
成
す
る
。

（
議
案
第
２
号
）

　

�

平
成
29
年
度
日
高
市
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

２
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
４
億
７
千
121
万
円
を
減
額

し
、
補
正
後
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ

73
億
７
千
998
万
５
千
円
と
し
た
い

と
い
う
も
の
で
す
。

�
（
全
員
賛
成
で
原
案
可
決
）

（
議
案
第
３
号
）

　

�

平
成
29
年
度
日
高
市
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ
れ

ぞ
れ
３
千
452
万
６
千
円
を
追
加
し
、

補
正
後
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
６
億

４
千
847
万
２
千
円
と
し
た
い
と
い

う
も
の
で
す
。

�

（
全
員
賛
成
で
原
案
可
決
）

（
議
案
第
４
号
）

　

�

平
成
29
年
度
日
高
市
武
蔵
高
萩

駅
北
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
１
億
５
千
497
万
８
千
円
を

減
額
し
、
補
正
後
の
総
額
を
そ
れ

ぞ
れ
９
億
１
千
378
万
円
と
し
、
適

正
な
事
業
期
間
を
確
保
す
る
た
め
、

繰
越
明
許
費
を
設
定
、
既
定
の
地

方
債
の
限
度
額
を
変
更
し
た
い
と

い
う
も
の
で
す
。

�

（
全
員
賛
成
で
原
案
可
決
）

（
議
案
第
５
号
）

　

�

平
成
29
年
度
日
高
市
水
道
事
業

会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

　

収
益
的
支
出
の
総
額
を
12
億
１

千
107
万
２
千
円
、
資
本
的
支
出
の

総
額
を
５
億
３
千
37
万
３
千
円
に
、

資
本
的
収
入
額
が
資
本
的
支
出
額

に
対
し
不
足
す
る
額
２
億
３
千
458

万
４
千
円
を
財
源
も
あ
わ
せ
て
補


